
漢検２級テスト 解

1 時代遅れの制度が[撤廃]された。 てっぱい ア

2 山間の[偏狭]な土地に集落がある。 へんきょう イ

3 現地の人に案内を[請]うた。 こ ウ

4 [躍起]になって弁明する。 やっき エ

5 自室でひとり[思索]にふける。 しさく オ

6 仲間と物見[遊山]に出かける。 ゆさん 1 独吟 ウ
2 忍苦 エ

1 都市の[キンコウ]で農業を営む。 近郊 3 享受 ア
2 勢力の[キンコウ]が保たれている。 均衡

3 財布のひもを[シ]める。 締 1 亭

4 倉庫三[ムネ]を全焼した。 棟 2 了

5 湯を[ワ]かして紅茶を入れる。 沸 3 房

6 古都で[ユウキュウ]の歴史を思う。 悠久

1 (   )従食 無為 イ
1 飽食 飢餓 2 (   )心小 胆大 ウ
2 欠乏 充足 3 (   )一刻 春宵 ア
3 凡才 逸材

イ
無為徒食(むいとしょく)

1 昼寝 午睡 ウ
胆大心小（たんだいし
んしょう）

2 卓越 秀抜 ア
春宵一刻(しゅんしょう
いっこく)

3 頑迷 偏屈
正 誤

1 障 衝
2 蒸 醸

2018/9/17

次の漢字のよみを記せ。

次のカタカナを漢字に直せ。

同じような意味の漢字を重ねたもの。

反対または対応の意味を表す字を重ねたもの

上の字が下の字を修飾しているもの

下の字が上の字の目的語・補語になっているもの

温暖化の影響で北極圏の巨大な氷山が漂流し、大西洋を航行中の船舶と障突する
事故の発生が懸念される。
諸種の発酵菌を利用して酒や酢、みそ等を蒸造する技術は、古代から現在に至る
まで連綿と続いている。

上の字が下の字の意味を打ち消しているもの

以下の熟語下記のア～オのどの構成にあたるか。

次の漢字の対義語を記せ。

次の漢字の部首を記せ。

四時熟語の(   )に入る漢字を記せ。
また、下から意味を選べ。

次の漢字の類義語を記せ

亠(なべぶた)

亅(はねぼう・かぎ)

戸(とだれ・と)

以下の文の間違っている字を記し、正しい漢字に直せ。

何もしないで、ただぶらぶ
らと日を過ごすこと。
胆大でしかも細心の注意を
払うこと。
春の夜は何よりも趣深く、
その一刻はなにものにもか
えがたい価値があるといこ



漢検２級テスト 2018/9/17

1 時代遅れの制度が[撤廃]された。 ア

2 山間の[偏狭]な土地に集落がある。 イ

3 現地の人に案内を[請]うた。 ウ

4 [躍起]になって弁明する。 エ

5 自室でひとり[思索]にふける。 オ

6 仲間と物見[遊山]に出かける。 1 独吟

2 忍苦

1 都市の[キンコウ]で農業を営む。 3 享受

2 勢力の[キンコウ]が保たれている。

3 財布のひもを[シ]める。 1 亭

4 倉庫三[ムネ]を全焼した。 2 了

5 湯を[ワ]かして紅茶を入れる。 3 房

6 古都で[ユウキュウ]の歴史を思う。

1 (   )従食

1 飽食 2 (   )心小

2 欠乏 3 (   )一刻

3 凡才

ア
春の夜は何よりも趣深く、
その一刻はなにものにもか
えがたい価値があるといこ

1 昼寝 イ
何もしないで、ただぶらぶ
らと日を過ごすこと。

2 卓越 ウ
胆大でしかも細心の注意を
払うこと。

3 頑迷

正 誤

1

2

次の漢字のよみを記せ。

次のカタカナを漢字に直せ。

次の漢字の対義語を記せ。

次の漢字の類義語を記せ

温暖化の影響で北極圏の巨大な氷山が漂流し、大西洋を航行中の船舶と障突する事故
の発生が懸念される。
諸種の発酵菌を利用して酒や酢、みそ等を蒸造する技術は、古代から現在に至るまで
連綿と続いている。

以下の熟語下記のア～オのどの構成にあたるか。

同じような意味の漢字を重ねたもの。

反対または対応の意味を表す字を重ねたもの

上の字が下の字を修飾しているもの

下の字が上の字の目的語・補語になっているもの

上の字が下の字の意味を打ち消しているもの

次の漢字の部首を記せ。

四時熟語の(   )に入る漢字を記せ。
また、下から意味を選べ。

以下の文の間違っている字を記し、正しい漢字に直せ。


